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【書評】吉
田
伸
之
・
佐
賀
朝
編

「
シ
リ
ー
ズ
遊
廓
社
会
(
1
)
(
2
)
』

(
吉
川
弘
文
館
、

は
じ
め
に

『シ
リ
ー
ズ
遊
廓
社
会
』
は
日
本
の
近
世
か
ら
近
代
を
中
心
に
、
買
売
春
を
め

ぐ
る
社
会
日
空
間
構
造
を
「
遊
廓
社
会
」
論
に
基
づ
い
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
、

「
遊
廓
社
会
」
研
究
会
に
お
け
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
お
。
二

O
一
三
年
七
月

(
第
一
巻
)
、
一
一

O
一
四
年
一
月
(
第
二
巻
)
に
吉
川
弘
文
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

ま
ず
、
本
シ
リ
ー
ズ
全
二
巻
の
構
成
を
紹
介
す
る
。

【
シ
リ
ー
ズ
第
一
巻

三
都
と
地
方
都
市
】

序
文

吉
田
伸
之

第
一
部

江
戸

吉
原
の
女
芸
者
の
誕
生

浅
野
秀
剛

遊
女
を
買
う
|
遊
女
屋
・
寺
社
名
目
金
・
豪
農

横
山
百
合
子

江
戸
の
子
供
屋

神
田
由
築

第
二
部

京
・
大
坂
と
長
崎

島
原
|
近
世
京
都
の
遊
廓
社
会
|

杉
森
哲
也

塚
田

「
孝
子
」
褒
賞
に
み
る
遊
女
と
茶
立
女

孝

日
年
7
月
-
H
年
1
月
)

士
口

近
世
大
坂
天
満
宮
の
茶
屋
仲
間

長
崎
と
丸
山
遊
女
上
也
轄
貿
易
都
市
の
遊
廓
社
会

第
三
部

金
沢
と
宿
駅
・
河
岸

十
九
世
紀
金
沢
の
遊
所
と
出
合
宿

利
根
川
下
流
域
の
河
岸
遊
廓
と
地
域
社
会

郡
山
宿
の
旅
龍
屋

品
川
歩
行
新
宿
と
食
売
旅
龍
屋

【
シ
リ
ー
ズ
第
二
巻

近
世
か
ら
近
代
へ
】

序
文

佐
賀

朝

第
一
部

近
代
公
娼
制
と
外
国
人
遊
廓

幕
末
開
港
と
ー「

倭
夷
之
差
別

A 
国
人
向
け
遊
廓
成
立
序
説

オゴ
ロ
田
ゆ
り
子

朝

居
留
地
付
き
遊
廓
|
東
京
と
大
阪
|

JC 

加
奈
美

屋
久
健
二

松
井
洋
子

人
見
佐
知
子

米
谷

博

武
林
弘
恵
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吉
田
伸
之

佐
賀

ダ
ニ
エ
ル

奴
隷
制
な
き
自
由
?
近
代
日
本
に
お
け
る
「
解
放
」
と
苦
力
・
遊
女
・
賎
民

v
・
ボ
ツ
マ
ン

祇
園
上
回
公
郁
の
遊
所
女
紅
場
|

第
二
部

都
市
化
と
遊
廓
・
三
業
地

「
軍
都
」
金
沢
と
遊
廓
社
会

松
田
有
紀
子

本
康
宏
史



評書

飯
田
遊
廓
と
娼
妓
の
生
活

斉
藤
俊
江

白
山
|
東
京
の
三
業
地
|

初
回
香
成

温
泉
場
の
私
娼
と
そ
の
空
間
|
昭
和
初
期
熱
海
に
お
け
る
酌
婦
と
芸
妓
l松
田
法
子

第
三
部

ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
公
娼
制

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
遊
廓
の
移
植
と
展
開

-
植
民
地
都
市
馬
山
と
鎮
海
を
中
心
に
|

金

富
子

公
娼
制
度
廃
止
問
題
の
国
際
的
位
置

-
一
九
二
0
1
三
0
年
代
|

小
野
沢
あ
か
ね

以
下
本
文
で
は
、
①
編
者
で
あ
る
佐
賀
朝
氏
・
吉
田
伸
之
氏
に
よ
る
各
巻
の
序

文
を
中
心
に
、
本
書
に
至
る
ま
で
の
「
遊
廓
杜
会
」
研
究
の
展
開
を
整
理
し
た
上

で
、
②
各
論
考
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
評
者
の
関
心
に
基
づ
く
二
、
三
の

論
点
を
提
示
す
る
。
な
お
、
評
者
の
専
門
外
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
第
二
巻
に
収

め
ら
れ
た
近
代
に
お
け
る
展
開
に
つ
い
て
は
十
分
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
日
本
の
近
代
公
娼
制
度
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
上
で
不
可
欠
と
な
る
、
明

治
五
年
一

O
月
の
「
芸
娼
妓
解
放
令
」
の
意
義
を
論
じ
る
こ
と
で
、
評
者
な
り
の

近
世
近
代
移
行
期
の
見
通
し
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

「
遊
廓
社
会
」
論
の
展
開
|
買
売
春
を
め
ぐ
る
社
会
H
空
間
構
造
|

本
節
で
は
、
遊
廓
・
遊
女
を
め
ぐ
る
研
究
史
を
整
理
し
た
上
で
、
吉
田
・
佐
賀

両
氏
の
序
文
に
基
づ
い
て
、
本
シ
リ
ー
ズ
に
至
る
ま
で
の
「
遊
廓
社
会
」
研
究
の

展
開
を
確
認
す
る
。

遊
廓
・
遊
女
に
つ
い
て
は
、
文
化
史
・
美
術
史
・
風
俗
史
・
女
性
史
な
ど
、
多

様
な
立
場
か
ら
の
分
厚
い
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
、
文
化
史
・
美
術
史
・
風

俗
史
な
ど
で
は
、
そ
の
研
究
視
角
が
遊
客
を
は
じ
め
と
し
た
第
三
者
の
視
点
に
偏

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遊
廓
を
文
化
的
に
豊
か
な
場
所
と
し
て
描
く
よ
う
な
、
表

層
的
な
評
価
に
終
始
す
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

一
方
で
女
性
に
寄
り
添
う

女
性
史
で
は
、
売
春
を
取
り
巻
く
社
会
の
あ
り
様
へ
の
視
野
が
欠
け
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
動
向
の
中
で
、
塚
田
孝
氏
の
「
吉
原
遊
女
を
め
ぐ
る
人

び
と
|
」

(
同
著
『
身
分
制
社
会
と
市
民
社
会
』
柏
書
房
、
一
九
九
二
)
は
、
都
市
社
会

論
と
身
分
論
を
導
入
し
て
江
戸
の
新
吉
原
遊
廓
を
検
討
し
た
、
画
期
的
な
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
新
吉
原
が
他
の
江
戸
市
中
と
同
様
に
町
制
機
構
を
備
え
て
い
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る
こ
と
を
押
さ
え
、
そ
の
展
開
を
名
主
の
変
遷
を
軸
に
整
理
す
る
と
と
も
に
、
遊

女
屋
仲
間
の
あ
り
方
も
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
両
者
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
茶
屋
仲
間
、
女
街
、
売
女
屋
、
目
明
し
な
ど
、
多
様
な
利
害
集
団
が
遊
女

屋
仲
間
の
下
に
従
属
的
に
編
成
さ
れ
る
様
相
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
近
世
に
お
け
る
身
分
の
捉
え
方
を
め
ぐ
る
議
論
の
深
ま
り
と
、

一
九
人

0
年
代
以
降
の
都
市
史
研
究
の
発
展
が
あ
る
。
身
分
論
の
深
化
に
よ
っ
て
、

社
会
の
基
底
に
は
多
様
な
社
会
集
団
が
あ
り
、
個
々
人
は
集
団
に
属
す
る
こ
と
で

社
会
に
位
置
付
け
ら
れ
る
社
会
と
し
て
日
本
近
世
身
分
杜
会
が
捉
え
ら
れ
、
塚
田

氏
は
、
そ
れ
ら
の
社
会
集
団
が
他
の
社
会
集
団
と
形
成
す
る
社
会
関
係
(
重
層
・
複

合
関
係
)
を
考
え
る
こ
と
で
、
近
世
社
会
を
総
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
を

提
起
し
て
い
か
)
。
そ
し
て
都
市
史
研
究
に
お
い
て
も
、
都
市
内
の
諸
存
在
が
形
成



す
る
社
会
的
結
合
に
着
目
し
て
、
都
市
社
会
を
構
造
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
目
指

さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
性
売
買
を
め
ぐ
る
社
会
構
造
の
特
質
に
迫
る
研
究
は
、
近
世

社
会
全
体
を
総
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
研
究
の
進
展
の
な
か
に
位
置
付
け
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
注
目
す
べ
き
論
考
と
し
て
、
吉
田
氏
の
「
遊
廓
社
会
」
(
塚
田
孝
編

『身
分
的

周
縁
と
近
世
社
会
4

都
市
の
周
縁
に
生
き
る
』
吉
川
弘
文
館
、
二
O
O
六
)
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
幕
末
維
新
期
の
新
吉
原
を
取
り
あ
げ
て
、
廓
中
の
中
核
を
占
め

る
遊
女
屋
仲
間
、
茶
屋
仲
間
、
見
番
(
男
女
芸
者
の
総
括
者
)
の
三
者
を
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

主
体
(
社
会
的
権
力
)
と
し
、
新
吉
原
や
そ
の
周
辺
社
会
の
多
様
な
利
害
集
団
を
も

含
み
込
ん
で
彼
ら
が
統
括
す
る
社
会
H

空
間
の
総
体
を
、
遊
廓
社
会
と
し
て
捉
え

た
。
ま
た
、
四
宿
・
岡
場
所
と
い
っ
た
黙
認
遊
所
が
遊
廓
社
会
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
(
擬

似
遊
廓
)
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
新
吉
原

を
中
心
と
し
た
相
互
流
動
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
そ
う
し
て
、

遊
女
か
ら
の
奴
隷
的
搾
取
を
基
盤
と
し
、
新
吉
原
遊
女
屋
仲
間
を
中
核
と
す
る
、

遊
廓
|
擬
似
遊
廓
|
周
辺
社
会
の
総
体
を
「
遊
廓
社
会
」
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
遊
廓
社
会
」
論
の
背
景
に
は
、
都
市
社
会
を
総
体
的
に
把
握

シリーズ遊廓社会(1)(2) [吉元〕

す
る
た
め
に
、

一
九
九

0
年
代
に
吉
田
氏
が
提
起
し
た
、
都
市
内
の
部
分
社
会
を

構
造
化
す
る
社
会
的
権
力
に
着
目
し
、
都
市
全
体
の
分
節
構
造
を
捉
え
よ
う
と
す

る
視
点
が
あ
お
。
吉
田
氏
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
「
遊
廓
社
会
」
は
、
社
会
的
権
力

と
し
て
の
新
吉
原
五
町
遊
女
屋
仲
間
に
よ
っ
て
構
造
化
さ
れ
た
性
売
買
を
め
ぐ
る

一
つ
の
単
位
社
会
で
あ
り
、

「
性
の
身
分
的
商
品
化
」
を
そ
の
基
盤
と
す
る
周
縁

的
な
社
会
H

空
間
は
、
近
世
巨
大
都
市
・
江
戸
を
分
節
的
に
構
成
す
る
重
要
な
要

素
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

「
遊
廓
社
会
」
と
い
う
捉
え
方
は
、

一
九
九
0
年
代
初
頭
の
「
吉
原
遊
女
を

め
ぐ
る
人
び
と
」
を
出
発
点
と
す
る
、
都
市
社
会
構
造
の
一
環
と
し
て
遊
廓
を
分

析
す
る
研
究
の
到
達
点
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
シ
リ
ー
ズ
第
一
巻
の
序
文
に
お
い
て
吉
田
氏
は
、
所
収
論
文
の
成
果
に
学
び

な
が
ら
、

「
遊
廓
社
会
」
論
に
基
づ
い
て
論
点
を
抽
出
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

整
理
し
た
い
。

ま
ず
、
近
年
の
「
遊
廓
社
会
」
論
の
視
座
で
な
さ
れ
た
遊
廓
・
遊
所
に
つ
い
て

の
豊
富
な
研
究
蓄
積
か
ら
、
次
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
点
目
は
、
三
都
や
地
方
城
下
町
、
宿
場
町
・
港
町
な
ど
に
お
け
る
遊
所
(
擬
似

遊
廓
)
の
事
例
研
究
か
ら
窺
え
た
、
擬
似
遊
廓
に
お
け
る
多
様
な
事
実
上
の
遊
女
屋
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の
あ
り
方
で
あ
る
。
公
認
遊
廓
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
主
体
は
公
認
の
遊
女
屋
で

あ
る
が
、
擬
似
遊
廓
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
主
体
も
、
旅
龍
屋
・
茶
屋
な
ど
の
事

実
上
の
遊
女
屋
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
遊
女
屋
の
あ
り
方
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
諸
類
型
を
、
公
認
遊
廓
の
遊
女
屋
も
含
め
て
、
共
通
性
と
異
質
性
の

双
方
か
ら
検
討
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
遊
廓
社
会
内
の
み

な
ら
ず
市
中
町
方
で
も
広
汎
に
見
ら
れ
、
か
つ
多
彩
な
相
貌
を
呈
し
て
い
る
茶
屋

に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

二
点
目
は
、

「
遊
廓
社
会
」
が
生
み
出
す
利
潤
へ
の
寄
生
・
吸
着
の
具
体
相
で

あ
る
。
第
一
巻
所
収
の
塚
田
論
文
・
松
井
洋
子
論
文
で
は
遊
女
の
親
兄
弟
に
よ
る

寄
生
の
実
態
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
杉
森
哲
也
論
文
や
吉
田
論
文
な
ど
で
は
、

「
遊
廓
社
会
」
が
も
た
ら
す
莫
大
な
利
潤
の
一
部
を
地
代
・
家
賃
と
し
て
得
る
町
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社
会
と
地
主
的
要
素
の
実
態
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
寄
生
・
吸
着
・
再
分
配
の
様
相

の
実
態
を
、
よ
り
精
鍛
に
解
明
す
る
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
横
山
論
文
で

明
ら
か
に
さ
れ
た
、
信
州
の
豪
農
が
新
吉
原
の
性
売
買
を
金
融
的
に
支
え
、
そ
の
利

潤
を
一
部
収
奪
し
て
い
た
と
い
う
事
実
か
ら
窺
え
る
、
遊
女
屋
へ
の
金
融
面
か
ら
の

寄
生
・
吸
着
の
実
態
と
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
に
も
注
目
し
て
い
る
。

次
に
吉
田
氏
は
、
自
身
が
か
つ
て
指
摘
し
た
、

「
日
用
」
層
と
は
本
来
百
姓
な

ど
の
身
分
に
属
し
て
い
る
も
の
が
一
時
的
に
と
る
地
位
・
状
態
で
あ
る
、
と
い
う

点
を
想
起
し
な
が
臼
、
貧
農
H

下
層
の
小
前
百
姓
や
都
市
下
層
民
の
「
家
」
に
所

属
す
る
女
性
が
、
身
売
り
を
内
容
と
す
る
下
女
奉
公
に
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

一
時
的
に
と
る
地
位
・
状
態
と
し
て
の
遊
女
の
性
格
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
遊
女
の
身
分
社
会
に
お
け
る
地
位
の
検
討
を
、
身
分
と
し
て
の
要
件

を
欠
く
か
不
全
で
あ
る
他
の
奉
公
人
と
と
も
に
行
う
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
ま

た
遊
女
に
不
可
分
の
要
素
で
あ
る
芸
能
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
遊
女
が
獲
得
す
る
こ

と
は
、
地
位
・
状
態
と
し
て
の
遊
女
か
ら
、
芸
能
を
職
分
の
核
と
す
る
身
分
と
し

て
の
芸
者
に
到
達
す
る
可
能
性
を
も
た
ら
し
う
る
と
、
評
価
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
近
世
遊
廓
史
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
シ
リ
ー
ズ
第

二
巻
序
文
で
は
、

m
l
m世
紀
の
日
本
列
島
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
「
遊
廓
社
会
」

の
展
開

「
普
及
」
に
つ
い
て
述
べ
る
中
で
、
本
巻
所
収
の
各
章
の
内
容
・
論
点

が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
か
ね
て
か
ら
佐
賀
氏
は
、
近
世
を
通
し
て
成
熟
し
、
近
代

に
全
国
に
「
普
及
」
す
る
「
遊
廓
社
会
」
の
構
造
と
変
容
を
、
芸
娼
妓
解
放
令
の

イ
ン
パ
ク
ト
や
所
在
都
市
H

地
域
の
社
会
構
造
分
析
を
踏
ま
え
、
取
り
出
さ
れ
た

事
例
の
相
互
の
比
較
検
討
を
進
め
る
中
で
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き

た
。
こ
の
点
に
加
え
て
こ
こ
で
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
の

二
点
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
三
都
(
江
戸
(
東
京
)

京
都
)
の
比
較
に
つ
い
て
、
近
世

-
大
坂
(
阪
)

の
三
都
に
共
通
す
る
遊
所
統
制
の
あ
り
方
を
「
公
認
遊
所
一
ヶ
所
原
則
」
と
捉
え
、

そ
れ
と
同
時
に
黙
認
・
非
公
認
の
遊
所
が
市
中
に
数
多
く
展
開
し
た
状
況
や
、
そ

れ
に
対
す
る
取
締
り
が
普
遍
的
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
も
共
通
し
て
い
た
点
が
指

摘
さ
れ
た
。
第
二
巻
所
収
の
佐
賀
論
文
に
お
い
て
も
、
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
、

都
市
の
中
に
構
造
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
遊
所
が
展
開
し
て
い
た
巨
大
都
市
を
、

居
留
地
付
遊
廓
の
展
開
を
軸
に
比
較
・
検
討
し
、
そ
の
共
通
性
・
差
異
性
双
方
の

考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。

二
点
目
は
、
社
会
構
造
論
と
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
を
統
合
し
、
全
体
史
の
中
に
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娼
妓
を
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
娼
妓
た
ち
の
「
た
た
か

い
」
の
相
手
と
な
る
、
買
売
春
を
め
ぐ
る
社
会
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

個
々
の
娼
妓
が
行
っ
た
「
た
た
か
い
」
の
も
つ
意
義
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
佐
賀
氏
は
芸
娼
妓
解
放
令
に
よ
る
娼
妓
の
主
体
化
を
「
た
た
か
い
」
の
第

一
歩
と
し
て
評
価
し
、
国
際
的
な
人
身
売
買
廃
止
問
題
の
展
開
も
含
め
た
近
代
社

会
全
体
の
動
向
の
中
に
娼
妓
を
位
置
付
け
る
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
本
シ
リ
ー
ズ
か
ら
は
、
現
段
階
の
「
遊
廓
社
会
」
研
究

の
到
達
点
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
①
近
世
都
市
社
会
史
研
究
の
発
展
の

中
で
う
ま
れ
た
「
遊
廓
社
会
」
論
と
い
う
視
角
・
方
法
に
基
づ
い
て
、
近
世

1
近

代
に
お
け
る
遊
廓
・
遊
所
を
、
各
段
階
に
お
け
る
歴
史
杜
会
の
構
造
、
特
に
都
市

(
地
域
)
社
会
構
造
の
一
環
と
し
て
対
象
化
し
、
全
体
史
の
中
に
位
置
付
け
る
研
究



が
行
わ
れ
て
い
る
。
②
以
上
の
よ
う
な
社
会
構
造
論
の
視
角
と
ジ
エ
ン
ダ
1
視
角

を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
の
人
権
史
と
い
う
視
角
か
ら
論
じ
う
る
範
囲

を
超
え
た
、
娼
妓
個
々
人
の
「
た
た
か
い
」
の
意
味
の
歴
史
的
解
明
や
、
彼
女
ら

自
身
を
歴
史
社
会
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

評
者
の
論
点

本
節
で
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
か
ら
学
ん
で
得
ら
れ
た
評
者
の
三
つ
の
論
点
を
述
べ
る
。

①
事
実
上
の
遊
女
屋
の
多
様
な
あ
り
方

第
一
節
で
整
理
し
た
吉
田
氏
が
抽
出
し
た
論
点
と
も
関
わ
る
が
、
評
者
は
多
様

な
事
実
上
の
遊
女
屋
の
あ
り
方
を
、
そ
れ
を
設
定
す
る
公
儀
の
論
理
に
も
注
目
し

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
て
い
る
。

評
者
は
近
世
大
坂
の
「
遊
廓
社
会
」
の
あ
り
様
を
考
察
す
る
た
め
に
、
公
認
遊

廓
で
あ
る
新
町
以
外
に
市
中
に
数
多
く
展
開
し
た
遊
所
の
中
核
と
な
る
営
業
で
あ

る
、
茶
屋
の
統
制
上
の
位
置
付
け
を
検
討
し
た
。
そ
れ
は
、
茶
立
女
の
召
し
抱
え

を
許
可
す
る
こ
と
で
女
性
の
存
在
を
公
認
し
つ
つ
、
そ
の
売
春
の
禁
止
を
明
言
し

シリーズ遊廓社会(1)(2) [吉元〕

な
い
こ
と
で
遊
女
商
売
を
黙
認
す
る
と
い
う
、
大
坂
独
自
の
黙
認
の
あ
り
方
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
茶
屋
は
新
町
に
よ
る
統
制
を
受
け
る
一
方
で
、
新
町
同
様
に
市
中

の
売
女
(
屋
)
を
摘
発
す
る
義
務
を
課
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
統
制
上
の
位
置

付
け
を
与
え
ら
れ
、
新
地
の
繁
栄
を
目
的
と
し
て
大
量
の
茶
屋
株
が
赦
免
さ
れ
た

大
坂
の
茶
屋
は
、
公
認
遊
廓
以
外
の
遊
所
が
弾
圧
さ
れ
た
天
保
改
革
下
に
お
い
て

も

「
泊
茶
屋
」
と
し
て
存
続
さ
れ
た
。

「
泊
茶
屋
」
は
大
坂
が
宿
場
同
様
に
商

旅
が
多
い
土
地
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
旧
来
の
茶
屋
赦
免
地
の
う
ち
コ
一
ケ
所
に

限
定
し
て
、
街
道
の
宿
駅
の
飯
盛
女
附
旅
龍
屋
(
改
革
下
で
も
存
続
さ
れ
て
い
る
)
に

準
じ
る
も
の
と
し
て
赦
免
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
大
坂
の
遊
所
の
展
開
を
検
討
す
る
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
は
公
認

の
遊
廓
と
対
比
的
に
黙
認
と
し
て
一
括
さ
れ
て
き
た
、
事
実
上
の
遊
女
屋
の
統
制

上
の
位
置
付
け
の
多
様
性
を
考
察
す
る
べ
き
こ
と
を
自
覚
す
る
に
至
っ
た
。
以
上

の
よ
う
な
関
心
に
沿
っ
て
、
第
一
巻
第
E
部
所
収
の
各
論
稿
の
要
点
を
整
理
す
る
。

宿
駅
の
旅
龍
屋
仲
間
と
飯
盛
女
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
は
、
吉
田
論
文
と
武
林

弘
恵
論
文
で
あ
る
。

吉
田
論
文
で
は
、
実
質
宿
場
の
人
足
役
を
負
担
し
て
い
た
こ
と
で
新
た
に
成
立

し
た
品
川
歩
行
新
宿
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
許
可
さ
れ
た
食
盛
旅
寵
屋
(
疑
似
遊
廓

131 

の
中
核
を
成
す
)
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
し
、
江
戸
に
隣
接
す
る
宿
村
で
あ
る
品
川

の
社
会
日
空
間
構
造
の
特
質
と
地
域
特
性
の
一
環
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。
品
川

宿
は
道
中
奉
行
の
支
配
下
に
あ
り
、
宿
が
御
用
を
勤
め
る
た
め
の
助
成
と
し
て
食

盛
旅
龍
屋
が
赦
免
さ
れ
、
そ
れ
に
抱
え
ら
れ
た
食
売
女
は
、
遊
客
で
は
な
く
旅
人

を
相
手
と
す
る
た
め
売
女
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
道
中
奉
行
支
配
下
で
は
、

宿
場
の
旅
龍
屋
は
遊
女
商
売
を
ほ
ぼ
公
認
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
武
林
論
文
で
は
、
郡
山
宿
を
素
材
に
私
領
の
宿
駅
と
旅
龍
屋
仲

聞
に
つ
い
て
、
道
中
奉
行
支
配
下
に
お
け
る
旅
龍
屋
と
食
盛
女
の
許
可
の
論
理
や

統
制
の
あ
り
方
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
。
郡
山
宿
に
お
い
て
は
、
飯

盛
女
が
実
質
売
春
婦
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
な
が
ら
も
許
可
さ
れ
、
そ
れ
を
抱

え
る
渡
世
の
中
に
御
用
宿
を
勤
め
る
旅
龍
屋
・
客
屋
と
、
勤
め
な
い
「
無
商
売
」



評書

と
い
う
三
階
層
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
藩
主
導
の
宿
駅
再

建
策
が
実
施
さ
れ
、
御
用
を
勤
め
る
旅
龍
屋
が
保
護
さ
れ
て
い
く
中
で
、
旅
龍
屋

が
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
っ
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
道
中
奉
行

支
配
下
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
宿
駅
の
御
用
負
担
の
助
成
と
し
て
飯
盛
女
の
召
抱

え
が
藩
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
て
お
り
、
藩
の
介
入
を
契
機
と
し
て
、
郡
山
宿
の
社

会
構
造
が
変
容
す
る
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

米
谷
博
論
文
で
は
、
利
根
川
下
流
域
の
船
頭
小
宿
が
集
ま
る
河
岸
遊
廓
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
当
該
地
域
唯
一
の
旅
人
河
岸
に
お
い
て
、
河
岸
の
活
性
化

と
収
益
の
増
大
を
ね
ら
っ
て
、
船
頭
や
旅
人
を
対
象
と
し
た
船
頭
小
宿
が
設
置
さ

れ
た
。
そ
れ
を
主
導
し
た
の
は
河
岸
問
屋
と
村
役
人
で
あ
り
、
藩
の
認
可
の
下
で

進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
利
潤
は
河
岸
遊
廓
内
で
完
結
す
る
も

の
で
あ
り
、
近
隣
村
々
の
若
者
が
遊
廓
を
俳
佃
す
る
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
る

中
で
周
辺
地
域
と
の
相
魁
が
深
ま
っ
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
関
東
取
締
出
役
の
手

入
れ
を
う
け
て
廃
止
に
至
る
ま
で
が
、
河
川
交
通
を
担
う
河
岸
遊
廓
と
宿
駅
を
対

比
し
な
が
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
。
河
岸
に
お
い
て
も
船
頭
な
ど
の
洗
濯
を
行
う
「
下

女
」
と
し
て
洗
濯
女
が
置
か
れ
、
事
実
上
の
遊
女
商
売
が
認
可
さ
れ
て
い
た
が
、

近
隣
村
々
の
反
対
運
動
が
高
ま
る
中
で
の
関
東
取
締
出
役
に
よ
る
摘
発
で
は
、
船

頭
小
宿
・
洗
濯
女
は
不
正
に
「
身
売
」
を
行
っ
た
罪
で
罰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

人
見
佐
知
子
論
文
で
は
、
地
方
城
下
町
・
金
沢
に
お
け
る
遊
所
統
制
を
「
媒
合

容
止
」
を
業
と
す
る
「
出
合
宿
」
の
取
締
り
に
着
眼
し
な
が
ら
整
理
す
る
と
と
も

一
九
世
紀
に
公
認
↓
廃
止
↓
再
興
と
な
る
茶
屋
町
の
展
開
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
金
沢
で
は
一
七
世
紀
段
階
か
ら
「
傾
城
」
と
「
出
合
宿
」
が
区
別
さ
れ
、
禁

止
さ
れ
て
い
る
遊
女
商
売
(
「
傾
城
」
)
と
と
も
に
、
不
義
の
仲
に
あ
る
男
女
の
「
密

通
」
や
、
表
向
き
は
「
男
女
交
通
」
を
求
め
て
出
入
り
す
る
者
に
よ
る
「
身
売
」

の
温
床
と
な
る
「
出
合
宿
」
が
取
り
締
ま
ら
れ
た
。
文
政
期
に
行
わ
れ
た
茶
屋
町

の
設
定
は
、
そ
こ
に
既
存
の
「
出
合
宿
」
を
移
転
さ
せ
、
事
実
上
の
遊
女
屋
で
あ

る
「
茶
屋
」
に
改
業
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
「
身
売
」
を
し
て
い
る
者
た

ち
を
、

「
茶
屋
」
に
抱
え
ら
れ
た
「
茶
屋
女
」
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
ね
ら

い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
従
来
か
ら
存
在
し
た
遊
所
の
再
編
を
藩

の
論
理
で
強
行
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
藩
公
認
の
茶
屋
町
は
う
ま
く
機
能
せ
ず
、

一
度
廃
止
に
至
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
事
例
で
見
ら
れ
た
旅
龍
屋
や
船
頭
小
宿
、
金
沢
の
茶
屋
は
、
事
実
上
の

遊
女
屋
と
し
て
の
社
会
的
実
態
は
共
通
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
展
開
に
は
大
き
な
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差
異
が
あ
る
。
御
用
を
勤
め
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
収
益
に
お
い
て
も
宿
駅
を
支
え

る
存
在
で
あ
っ
た
街
道
の
旅
龍
屋
は
、
そ
の
地
域
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
主
体
と
し
て
存

在
し
た
。
特
に
郡
山
宿
の
事
例
で
は
、
宿
駅
再
建
の
た
め
に
藩
と
い
う
公
儀
に
よ

っ
て
旅
龍
屋
が
保
護
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
旅
龍
屋
を
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
す

る
社
会
の
あ
り
様
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

一
方
で
船
頭
小
宿
の
場
合
は
、
河
岸
繁

栄
策
と
し
て
藩
か
ら
そ
の
存
在
を
認
可
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
近
隣
村
々
と
の
相

魁
の
中
で
、
最
終
的
に
「
身
売
」

H

不
正
な
売
春
を
行
っ
て
い
た
罪
状
で
、
船
頭

小
宿
の
経
営
者
・
抱
え
ら
れ
て
い
た
洗
濯
女
と
も
罰
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

事
実
上
の
遊
女
屋
が
認
可
に
至
っ
た
論
理
や
、
与
え
ら
れ
た
統
制
上
の
位
置
付
け
、

ま
た
そ
れ
が
担
っ
て
い
た
役
割
な
ど
に
よ
っ
て
、
事
実
上
の
遊
女
屋
そ
れ
ぞ
れ
の

展
開
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
形
成
す
る
「
遊
廓
社
会
」
の
あ
り
様
が
規
定
さ
れ
る



側
面
が
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
事
実
上
の
遊
女
屋
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
社

会
H
空
間
構
造
の
あ
り
様
と
そ
の
展
開
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
上
で
、
公
儀
の
論

理
を
踏
ま
え
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
り
、
事
実
上
の
遊
女
屋
の
多

様
性
を
、
公
儀
に
よ
る
統
制
と
の
関
係
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

②
「
遊
廓
社
会
」
に
生
き
る
人
び
と

「
遊
廓
社
会
」
の
基
盤
に
あ
る
町
社
会
と
の
関
係
と
、
地
主
的
要
素
の
寄
生

吸
着
・
再
配
分
を
精
鍛
に
解
明
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
、
吉
田
氏
に
よ
っ
て
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
評
者
は
こ
の
点
に
加
え
、
事
実
上
の
遊
女
屋
も
含
む
、
遊
女
屋

の
経
営
者
た
ち
の
あ
り
様
に
も
注
目
し
た
い
。

第
一
巻
所
収
の
屋
久
健
二
論
文
で
は
、
大
坂
天
満
宮
の
神
社
社
会
を
「
遊
廓
社

会
」
論
の
視
角
で
検
討
し
、
神
主
・
社
家
に
よ
る
土
地
利
用
と
社
地
に
展
開
し
た

茶
屋
仲
間
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
天
満
宮
の
茶
屋
仲
間
に
は
、

所

限
り
」
の
古
株
を
基
礎
と
す
る
西
側
仲
間
、
文
化
期
に
新
た
に
流
入
す
る
、
淡
路

屋
清
七
所
持
の
新
株
を
借
り
て
経
営
す
る
新
建
仲
間
と
鞠
場
仲
間
の
三
者
が
存
在
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し
た
。
新
建
仲
間
を
構
成
す
る
の
は
、
借
株
か
つ
建
家
主
日
家
守
で
あ
る
船
橋
屋

か
ら
借
屋
し
て
茶
屋
を
経
営
す
る
者
で
あ
る
。
鞠
場
仲
間
も
借
株
で
の
営
業
で
あ

る
が
、
そ
の
仲
間
加
入
の
条
件
は
自
ら
が
建
家
を
所
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
建
家
の
集
積
が
進
み
、
鞠
場
仲
間
の
本
源
的
な
あ
り
方
が
崩
れ
て
い
く
中

で
、
新
建
仲
間
・
鞠
場
仲
間
と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
維
持
さ
れ
な
が
ら
も
、
幕
末

に
は
両
者
は
一
体
化
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
茶
屋
仲
間
の
構
造
と
そ
の
変
容
を
追

う
な
か
で
、
茶
屋
経
営
の
局
遊
女
屋
的
要
素
を
見
出
す
な
ど
、
借
屋
・
借
株
の
茶

屋
経
営
者
た
ち
の
零
細
な
あ
り
方
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
零
細
な
茶
屋
の
存
在
は
、
評
者
が
検
討
し
た
堀
江
地
域
に
位
置
す

る
御
池
通
五
丁
目
・
六
丁
目
に
ま
た
が
る
茶
屋
町
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

文
化

i
天
保
末
に
作
成
さ
れ
た
人
別
帳
を
分
析
す
る
な
か
で
、
零
細
な
茶
屋
を
経

営
す
る
人
々
が
形
成
す
る
「
家
」
が
、
当
該
町
に
構
造
的
に
定
着
し
て
い
た
都
市

下
層
に
生
き
る
人
々
の
「
家
」
と
、
共
通
す
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
家
」
の
あ
り
方
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
塚
田
論
文
に
お

い
て
検
討
さ
れ
た
、
遊
女
や
茶
立
女
た
ち
を
取
り
巻
く
家
族
と
も
共
通
す
る
。

公
認
、
又
は
事
実
上
の
遊
女
屋
は
、
構
造
的
な
性
売
買
が
行
わ
れ
る
「
遊
廓
社

会
」
の
中
核
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
経
営
す
る
も
の
の
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中
に
、
都
市
下
層
社
会
に
生
き
る
人
々
も
含
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
は
、
遊
廓
や
遊

所
を
め
ぐ
る
社
会
日
空
間
の
聞
か
れ
た
性
格
を
評
価
し
う
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、

「
遊
廓
社
会
」
が
遊
女
た
ち
に
と
っ
て
、
彼
女
ら
を
抑

圧
す
る
強
固
な
構
造
物
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ

る
。
こ
の
点
は
、
先
述
の
塚
田
論
文
に
お
け
る
遊
女
・
茶
立
女
の
検
討
の
よ
う
な
、

個
別
の
事
例
研
究
の
積
み
重
ね
が
更
に
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「
遊
廓
杜

会
」
を
構
成
す
る
人
び
と
の
具
体
相
の
検
討
が
、

「
遊
廓
社
会
」
論
の
一
層
の
豊

富
化
を
可
能
に
す
る
と
考
え
て
い
る
。

議
女
屋

よ
る
遊
女
の
把
握

芸
娼
妓
解
放
A.. τ， 
の
意
義

第
二
節
①
に
お
い
て
人
見
論
文
の
論
点
を
整
理
す
る
中
で
、

「
出
合
宿
」
の
取



評書

締
り
の
文
脈
の
中
で
理
解
し
う
る
、
茶
屋
町
公
認
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ

れ
は
、

(
事
実
上
の
)
遊
女
屋
を
通
し
て
売
春
に
従
事
す
る
存
在
を
把
握
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
神
田
論
文
で
指
摘
さ
れ
た
、
売
女
商
売
に
転
用
さ
れ
る
こ

と
を
懸
念
し
て
、

「
子
供
屋
(
男
色
が
商
品
化
さ
れ
る
場
)
」
の
取
締
り
が
天
保
改
革

の
中
で
行
わ
れ
た
事
実
も
、
同
じ
文
脈
で
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

公
認
の
遊
廓
以
外
で
の
遊
女
商
売
が
弾
圧
さ
れ
た
天
保
改
革
下
に
お
い
て
、
新
吉

原
以
外
で
の
「
身
売
」
行
為
の
温
床
と
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
男
女
の
密
会
宿

と
も
な
っ
て
い
た
「
子
供
屋
」
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
売
春
を
行
う
グ
遊
女
d

存
在
が
、

グ
遊
女
屋
u

に
よ
っ
て
把
握

さ
れ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
上
で
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
二
巻

所
収
の
吉
田
ゆ
り
子
論
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
な
ぜ
遊
女
な
ら
ば
外
国
人
と
関

係
を
も
つ
こ
と
を
許
さ
れ
る
の
か
を
、
幕
末
開
港
か
ら
明
治
に
至
る
諸
段
階
に
お

け
る
外
国
人
の
居
住
権
の
有
無
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
整
理
・
検
討
し
、
幕
府
が

人
別
に
よ
っ
て
人
び
と
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
居
住
権
を
有
さ
な
い

外
国
人
と
市
中
の
女
性
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

「
遊
女
」
の

「
性
」
を
政
策
的
に
利
用
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
遊
女
の
み
に
外

国
人
と
の
接
触
を
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
居
住
権
を
有
き
な
い

(
H
人
別
を
も
た
な

い
)
外
国
人
と
接
触
す
る
女
性
の
人
別
を
遊
女
屋
を
通
し
て
把
握
し
、
管
理
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
市
中
の
女
性
が
外
国
人
と
関
係
を
も
つ
た
め
に

lま

一
時
的
に
遊
女
屋
と
遊
女
奉
公
契
約
を
結
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
は
、
江
戸
幕
府
が
統
治
す
る
近
世
社
会
に
お
い
て
、
遊
女
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
遊
女
屋
に
抱
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ

は
遊
女
屋
に
よ
っ
て
人
別
を
把
握
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
幕
府
は
公
認
さ
れ
た

遊
女
屋
を
介
し
て
売
春
を
公
認
さ
れ
た
遊
女
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
多
様
な
事
実
上
の
遊
女
屋
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

つ
ま

り
、
公
儀
(
藩
や
町
奉
行
な
ど
)
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
事
実
上
遊
女
商
売
を
行
う

渡
世
(
茶
屋
や
旅
能
屋
な
ど
)
を
通
し
て
、
そ
の
女
性
奉
公
人
(
茶
立
女
や
下
女
な
ど
)

の
人
別
が
把
握
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
風
儀
や
濫
り
な
買
売
春

を
統
制
し
う
る
こ
と
も
既
に
確
認
し
た
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
塚
田
氏
の
「
吉
原
遊
女
を
め
ぐ
る
人
び
と
」
に

お
け
る
、

「
遊
女
身
分
は
、
遊
女
屋
の
存
在
を
前
提
に
し
て
の
み
存
立
し
う
る
」

と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
遊
女
」
と
「
売
女
」
は
社
会
的
実
態
は
同
様

で
あ
る
が
、
そ
の
売
春
行
為
が
公
認
の
遊
女
商
売
と
な
る
か
、
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「
身
売
」
と
し
て

罰
せ
ら
れ
る
の
か
は
、
彼
女
た
ち
の
抱
え
主
が
公
認
の
遊
女
屋
な
の
か
売
女
屋
な

の
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

グ
遊
女
u

個
々
人
が
行

う
売
春
行
為
の
も
つ
意
味
は
、
奉
公
先
の
P

遊
女
屋
d

の
政
治
社
会
レ
ベ
ル
に
お

け
る
位
置
付
け
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
は
、
集

団
を
基
盤
と
し
、
個
々
人
は
集
団
を
介
し
て
社
会
に
位
置
付
け
ら
れ
る
、
近
世
身

分
社
会
で
の

ρ
遊
女
d

の
存
在
様
式
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
明
治
五
年
の
「
芸
娼
妓
解
放
令
」
で
は
、
娼
妓
は
「
一
切
解
放
」
さ

れ
、
こ
れ
以
後
営
業
す
る
娼
妓
は
、
自
ら
の
自
由
意
思
に
基
づ
く
営
業
主
体
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
近
世
以
来
行
わ
れ
て
き
た
、
前
借
金
に
よ
る
拘
束
を
伴
う

グ
遊
女
屋
d

の
召
抱
え
は
否
定
さ
れ
、
旧
来
の
P

遊
女
屋
u

は
、
娼
妓
に
営
業
場

所
を
提
供
す
る
貸
座
敷
営
業
へ
と
姿
を
変
え
た
。
こ
の
貸
座
敷
は
娼
妓
の
主
体
的



な
営
業
を
前
提
と
し
て
、
彼
女
ら
に
座
敷
を
貸
す
業
態
で
あ
り
、
娼
妓
を
従
属
化

す
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
実
態
社
会
に
お
い
て
大
い
に

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
側
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

「
娼
妓
」
が
「
自
ら
の
意
思
で
売
春
を
行
う
一
労
働
者
」
と
さ
れ
、

「
検
徹
と
納

税
を
伴
う
鑑
札
所
持
者
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
と
と
も
に
、
貸
座
敷
業
者
は
娼
妓

の
営
業
を
前
提
に
存
在
す
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
理
上
、
娼
妓
個
々
人

が
「
娼
妓
」
と
し
て
政
治
社
会
レ
ベ
ル
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
点
は
、

「
芸
娼
妓
解
放
令
」
か
ら
見
出
せ
た
、
諸
社
会
集
団
を
基
盤

と
す
る
近
世
身
分
社
会
か
ら
近
代
市
民
社
会
へ
の
移
行
過
程
と
言
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
、
っ
か
。

お
わ
り
に

以
上
本
論
で
は
、

『
シ
リ
ー
ズ
遊
廓
社
会
』
の
書
評
を
通
し
て
、
遊
廓
・
遊
所

を
め
ぐ
る
研
究
の
整
理
と
現
段
階
で
の
到
達
点
を
示
す
と
と
も
に
、
評
者
の
関
心

に
関
わ
っ
て
数
点
の
論
点
を
提
示
し
た
。
第
二
巻
に
お
け
る
近
代
の
展
開
を
は
じ

め
、
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
点
も
多
々
あ
る
が
、
今
後
自
ら
の
研
究
を
進
め
る
中
で
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一
層
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

【註】
(
1
)

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
最
初
の
成
果
は

『年
報
都
市
史
研
究
げ

川
出
版
社
、
二
O
一
O
)
で
あ
る
。

(
2
)

塚
田
孝
「
都
市
の
周
縁
と
身
分
的
周
縁
」
(
同
編
『
身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
4

都
市
の
周
縁
に
生
き
る
』
吉
川
弘
文
館
、
二
O
O
六
)

遊
廓
社
会
」

山

(
3
)

吉
田
伸
之
「
巨
大
城
下
町
|
江
戸
」
(
『岩
波
講
座
日
本
通
史
一
五
」
、
一
九
九
五
。

の
ち
同
著

『巨
大
城
下
町
紅
戸
の
分
節
構
造
』
山
川
出
版
社
、
三
O
O
O
年
所
収
)

(
4
)

吉
田
伸
之
「
江
戸
の
日
用
座
と
日
用
H
身
分
」
(
同
著
『
近
世
都
市
の
身
分
構
造
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
人
)

(
5
)

佐
賀
朝
「
問
題
提
起
近
世
1
近
代
「
遊
廓
社
会
」
研
究
の
課
題
」
(
『年
報

都
市
史
研
究
げ
遊
廓
社
会
』
山
川
出
版
社
、
二
O
一
O
)
。
な
お
、
こ
れ
は
二
0
0

八
年
開
催
の
都
市
史
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
遊
廓
社
会
」
で
の
問
題
提
起
で
あ
る
。

(
6
)

拙
稿
「
近
世
大
坂
に
お
け
る
遊
所
統
制
|
町
触
を
素
材
に
|
」
(
『都
市
文
化
研
究
』
一

五
号
、
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
O
一一一一)

(
7
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
世
大
坂
に
お
け
る
茶
屋
の
考
察
御
池
通
五
丁

目
・
六
丁
目
を
中
心
に
」
(
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

修
士
論
文
、
二
O
一
四
年
一
月
一

O
日
提
出
)
で
検
討
し
た
。

(
8
)

以
下
で
は
、
公
認
の
遊
女
屋
が
事
実
上
の
遊
女
屋
か
を
問
わ
ず
、
近
世
に
お
い
て
、

実
質
遊
女
商
売
を
行
う
も
の
を
P

遊
女
屋
ヘ
そ
こ
で
売
春
に
従
事
す
る
女
性
を
グ
遊

女
u

と
表
記
す
る
。
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(
大
学
院
後
期
博
士
課
程
)


